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大学生 の た め の 標準英語聴解力

テ ス ト作成 に 関す る最終報告

一 JACET ・ COLTD 共同研究
一

共同研究小委員会

　 こ の 研 究 は次 の 委員 が 中心 とな っ て 行 な わ れ た ： 坪井 忠二 （COLTD ）， 天

野一 夫 （JACET ）， 阿部 達 （JACET ）， 伊藤嘉一 （JACET ）， 河野 護 （JA

CET ）， 国吉 丈夫 （JACET ）， 松居 司 （JACET ）， 森戸 由久 （JACET ）， 佐

藤 i秀志 （JACET ）， 島 岡 丘 （COLTD ・JACET ）， 鈴木 博 （COLTD ・JA

CET ）， 若林俊輔 （JACET ）， 吉 田正 治 （JACET ）計 13 名 。

　本研 究 に必要 な コ ン ピ ユ
ータ ー用 の プ ロ グ ラ ム 開発 は次 の 諸 氏 に よ っ て 行な

わ れた 。 前 田功 雄 （独協大学）， 高柳敏子 （独協大学）， 河 野 護 （JACET ）。

は じ め に

　本 テ ス トの 開発 は 1972 年春 に始 ま り ， 約 2 年半 か か っ て や っ と一 応 の 完成

を見 た もの で あ る 。 そ の 間 ，
3 次 に わ た る テ ス トを実 施 して テ ス ト項 目を精選

した た め ， 後 で 述 べ る よ うに 信 頼 度の 高 い テ ス トとな り， 会員諸氏 に 安心 して

ご利 用 い た だ ける テ ス トが準備 で きた もの と信ず る 。

　開発 の 過 程 に つ い て は JACET の 1972 年 お よび 1973 年の 大会 で 中間報

告を行 な い ， JACET 　r紀要 」 第 4 号 に そ の 記録が 載 っ て い るの で ， 本報告 で

は そ の 後の 経過 および標準化の 手続 きを 中心 に述べ る こ とに す る 。

L 　本 テ ス ト開発 の 方針

　本 テ ス トは 日本で 英語 を学 習 して きた 日木 の 大学生 を対象 と して い る 。 した

が っ て ， 英語 を母国語 とす る 国に 移住 した り， 留学す る時に 与 え る テ ス F とは

目的が異 な っ て い る 。 まず ， 文化的 背 景 に 関 す る 知識 は テ ス トの 中に 入 れ な い

よ うに して あ る 。
dime や quarter が そ れ ぞ れ 10 セ ン ト， 25 セ ン トの コ イ

ン で あ る こ とは米国で は 誰で も知 らな けれ ば な らな い が ， 日本 の 英 語教育 で は
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あま り取 り扱わ な い 。 本 テ ス トで は dime や quarter を知 らな い か らとい っ

て 聴解力が な い と は い え な い とい う考え 方を と っ て い る。

　ま た ， ス タ イ ル とか 声の 表情 など も， 日本 の 英 語 教育の 現状か ら考え て そ れ

を テス トの 中に と り入れ るの は 時期 尚早 で あ ると い う こ とで 本 テ ス トに は入 れ

て な い 。 本 テ ス トは現 在行 な わ れて い る英語 の 教授 ・学習で 身 に つ くと思 わ れ

る ご く基 本的な聴解力を試す テ ス トと して 開発 され たの で あ る 。

　そ の 他 の 方針に つ い て は既 に 「紀 要」 第 4 号 P．22 に述 べ て あ る通 りで ある 。

　次 に ， 本テ ス ト開発 に 当 っ て 考慮 した こ とは ， 言 語 学的 な 立場 か ら見 た妥当

性 よ り も学生 の 聴解力の 有無 を識別 で きる弁別 力 の あ る テ ス ト項 目を集 め る こ

と に 重点 を置 くと い うこ とで あ る 。 前者を 中心 に す る と問題 を作 る の が非常 に

む ず か し くな り， い つ まで た っ て も弁別力の ある テ ス ト項 目が で きな い 領域が

残 っ て しま う恐 れ が あ る 。 そ こ で ， 我 々 は ま ずテ ス トを繰返 し行な っ て 弁別 力

の あ る テ ス ｝項 口を数多 く集め ， そ の 中か ら言語学的 お よ び 内容的 に 片 寄 りの

な い よ うに 配 慮 しなが ら選 択す る とい う方 向を とる こ とに した 。

　もう一 つ 考え た こ と は， 聴解力を 3 っ の 異 っ た方向 か ら試す とい うこ とで あ

る 。 後 で 示す 例 に あ るよ うに ，
Type 　A で は常識 で 考え て 正 しい か誤 りか を き

くtrue　Qr 　falseの形 式 ，
　 Type　B で は 2 っ の 文 をき かせ て 内容の 異同を き く

same 　or　differen七の 形式 ，
　 Type 　C で は Passage の 中か ら必要 な情報 を聞 き

出す 力を見 る形 式 と した 。

　内容の 上 か らも 3 つ の形 式 が必 要で あ る よ うに 思 わ れ る 。 す な わ ち ，
Type

A で は 事実 に 基づ くこ とに 関 して の 問題 が 短 時間に 沢 山与 え られ る 。 価値観

の 入 る 内容 ， 感 情や 物の 状態 の 描写 な ど に 関す る場合は Type 　B で こ なす こ

とが で き る 。 少 しま とま っ た 内容 の あ る英語を 聞 く力 を見 る の に は Type 　C が

必要 とな るが ， 従来 の よ うに passage を聞 い た あとで 質 問と答が ある方式 で

は passage が 長 くな れ ば長 くな る程 記 憶の 要素が大 きな 影響を与 え る の で ，

質 問を passage の 前 に与 え る形 式 に した の で あ る 。

2． 第 3 次 テ ス ト

　1973 年 大 会で 報告 した 時点 で ， 弁 別 力あ りと判 定 され た テ ス ト項 日は Type

A が 24
，

Type 　B が 20，　 Type 　C が 26 あ り ， 各 Type 共 20 ず つ とす れ

ば数 の 上 で は確 か に 充分 で あ っ た 。 し か し，
Type　A に つ い て は ，　 Nega 七ive−

Fa 工se の テ ス ト項 目が 少 な く，
　 Type 　B に つ い て は内 容的 に 片寄 りが 見 られ た

の で 新 た に項 目を追加す る必要が 感 じられ た 。 追 加 した項 日は 前か らあ っ た項
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目と一 緒 に して 予 備 テ ス トを して 弁別 力の 高 い もの だ けを残 し ， 第 3 次 テ ス ト

問題 を作成 し た 。 そ の 結果 ， テ ス ト項 目 は Type 　A が 28
，
　 Type　B が 26

，

Type 　C が 26 と な っ た 。経費 と労 力を省 くため ， こ の 第 3 次 テ ス ト問題 を使

っ て ， 弁 別力の あ る テ ス ト項 目を最 終的に 決定 す る こ と と， テ ス トの 標準化 の

資料 を集め る と い う 2 っ の 目的を持 っ た テ ス トを行 な うこ と に な つ た 。最 終 的

に は各 タ イ プ共 テ ス ト項 日を 20 に す る 計画 で あ っ たの で ， 第 3次 テ ス トで は

そ れぞ れ 6〜8 題 テ ス ト項 目が 多か っ た こ とに な る 。

　実際 の テ ス トで は ，
Type 　A の 問題 を Part　1

，
　 Type 　 B を Par七 2

，
　Type

C を Part　3 と して あ る 。 吹込 み は， 米国中西 部出身 で 現在 日本の 大学で 英語

お よ び 言 語学 を教 え て い る男女各 1 名に 依頼 し ，
Par七 1 は男性 に ，

　 Part　2 は

女性 に ，
Part　3 は passage の 部分を男性 に ， 問と答 の 部分を 女性 に 担 当 して

も ら っ た 。

　吹込 み は プ ロ 級の ヌ タ ジ オ を使用 し， ミキシ ン グ は放送局 の ミ キ ナー に 依頼

した。録音 テ ープ は ス コ ッ チ 2  6 番 を 38cm ／sec の 速度で 使用 し た 。 原 テ ー

プ に 直接 は さみ を入 れ て 編集 し ， そ れ か ら直接 ソ ニ SLH テ ー プ に 19　cm ／sec

で 複写 して 第 3 次 テ ス トテ ープ と した。 複写 に 使用 した テ ープ レ コ ー ダ ーは

TEAC 　R740 で ある。 テ ープ の 最 初に 1
，
000　Hz と 7

，
000　Hz の 純音 を入 れ て

お き ， テ ス トに 使 う再 生装置で 再生 して そ の 2 っ の 音の 大 き さ が 極端 に違 っ て

聞 こ え た ら設 備 が テ ス トに 適 さな い こ とが 分 る よ うに し た 。

　第 3 次 テ ス トは こ の よ うに して 準備 され ， 協力 を 申 し出て 下 さ っ た 16 の 大

学で 実施 され て 1479 名が 受験 した 。 実施大学学部学科学年は後述 の 通 りで あ

る 。送 り返 され て きた ア ン ケ ー トの 記 入 に よ る と ， 全 受 験生 の 約 75％ が ，
LL

で テ ス トを受 けた か ， イ ヤ ホ ン を テ ー プ レ コ ーダ ー に つ な い で 聞い た よ うで あ

る 。 ま た ， 周 囲か らの 騒 音 は ほ とん ど な い が ， 時 に うる さ い こ と が あ っ た程 度

とい うの が ほ とん どで あ る 。 したが っ て ， まず 大部分 の 受験 者が か な り良 い 状

況の 下 で テ ス トを 受 けた と考え られ る 。

　答案 を採 点 し ， 各 テ ス ト項 目を分析検討 した結果 ， す べ て の 項 目が 弁別力あ

りと判 定 され た が ， そ の 中で 毛）弁別 力が 大 き く， 通 過 率の 良 い テ ス ト項 目だ け

を残 す こ と に し ， 計画通 り ， 各 par七 共 2  題 ず つ 選 ん だ 。 テ ープ に 入 っ て い

る 説 明 と問題 の 吹 込時間 は約 35 分 で ， 途中 3 分間 の 休み を取 る の で テ ス bの

所 要 時 間 は 40 分 弱 とな る 。
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3．　本テ ス トの 内容

　本テ ス トは全て 聴 くだ けで 行な われ ， 文字 は い っ さ い 与 え られ な い 。 テ ープ

の 最 初に ， 前述 の 通 り再生装 置を お おま か に 点検す る た め の 音 とそ の 説 明が 入

っ て い る。 そ の あ と， テ ス トに つ い て の 全般的な 説明が あり， 以下 Part　1 の

解説 と 問題 ，
Par七2 の 解説 と 問題 が 入 っ て い る 。

　 Side　1 が こ れで 終 り，　 Part

3 の 解説 と問題 は Side　2 に 入 っ て い る 。 テ ープ を か けか え る の を機会 に 3 分

問休 み を と らせ る こ とに して あ る。

　以下 ， 各 Par七の 解 説の 部分 を転載 して そ の テ ス トの 形式や 内容 の程 度 を紹

介 した い a

Part　 1

　Par七1 に は問題 が 20 あ ります 。
そ の 各 々 の 内容が常識 で 考え て 正 しい 場

合 は Part　1 の 解答 欄の 「正 」 の 字 を丸で 囲 んで くだ さい 。　正 し くな い 時は

「誤」 の 字を丸で 囲ん で くだ さい 。 各 々 の 問題 は 1 回 ず つ 言い ます 。　そ の あ

と 7 秒程 ポ ーズ が あ ります か らそ の 間 に 解答 を して くだ さい 。

で は例題 をや っ て み ま し ょ う 。

Listen　to　 the　 following　 examples ．

Example 　 l

　 There　are 　seven 　days　in　a 　week
，
　and 　there　are 　twenty −four　hours

inaday ．

　 1 週 は 7 日 ，
1 日は 24 時間 と言 っ て い ます か ら正 しい こ とを述 べ て い ま

す 。 で すか ら解答 用紙 の 「正 の 字 を丸 で 囲み ます 。 もう一 つ 例題 をや っ て

み ま し ょ う。

Example 　2

　 The 　 sun 　 rises 　 in　the　east
，
　 bu 七 the　 moon 　 rises 　in　tbe　 west ．

　太 陽 は 東か ら昇 る が 月 は 西 か ら昇 る と言 っ て い ます 。 月 も太陽 と 同 じ く束

か ら昇 ります か ら間違 っ た こ と を述 べ て い ま す。 で す か ら解 答 用 紙 の 「誤 」

の 字を 丸で 囲み ます。

Part　 2

Part　2 に は 20 組 の 文が あ りま す 。 そ の 各 々 の 組 に （a） と （b）の 2 つ 、調

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assooiation 　of 　College 　English 　Teaohers 　（JACET ｝

29

の 文が あ ります 。 （a）の 文の 内容と （b）の 文の 内容が ほ ぼ 同 じだ と思 っ た

らの 解答欄の 「同」 の 字を丸で 囲 んで くだ さい 。 違 っ て い る と思 っ た ら 「異 」

の 字を丸で 囲 んで くださ い 。 各 々 の 文 は 1 回ず つ 言 い ます・ そ の あ と 7 秒程

ポ ーズ が あ ります か らそ の 間 に解 答 して くだ さい 。

で は例題 をや っ て み ま し ょ う 。

Listen　to　the　followilユg　examples ・

Example 　1

　（。） M 。 。y … k・ b・tter　th ・n ・・ y ・th・・ m ・mb … fher 　f・mily ・

　 （b）　　Mary 　cooks 　best　in　her　fami！y・

　（a）の 文 は 「Mary は家族の 内 の 誰 よ りも 料理 が上手だ」 と言 っ て お り，

（b）の 文 は rMary は家族 の 内で 一 番料理 が上 手だ」 と言 っ て い ま す ・ こ の

2 つ の 文 は 内容が ほ ぼ 同 じで す。 で すか ら 「同」 の 字を丸 で 囲み ます。

Example 　2

　 （a）　George　is　looking　forward　to　his　father．

　 （b）　George　is　looking　for　his　father．

　（a） の 文は rGeorge は お父 さん に 会 うの を楽しみ に待 っ て い る」 と い う

内容で す が ， （b）の 文 は rGeorge は お父 さん を探 して い る」 とい う内容 で

す。 こ の 2 っ の 文 は違 っ た こ とを 言 っ て い るわ けで すか ら 「異 」 の 字 を丸 で

囲み ます。

Part 　3

Part　3 に は問題 が 20 あ ります 。 各 ／9 の 問題 の 形式 は次 の よ うに な っ て

い ます 。 まず 質 問が 聞 こ え ます 。 例え ば ，

　Do 　barbers　in　Japan 　usually 　 work 　on 　Sundays ？

こ の 質問に答 え る た め に次 の 文章を 聞い て くだ さい 。

　We 　don ’t　go　to　school 　on 　Sundays ．　 Most 　people　don
，t　work 　

on

S。 nd 。y ，．　 B 。t ・・m ・ p・・pl・ w ・rk ・ even ・n 　S・nd ・y ・・ Th ・・e　wh ・ w ・・k

。n 　Sund 。y ， 。 ，。 。lly　h ・v ・ ad ・y ・ ff・・n・week −day．・・ U ・u ・ lly
・
b・・b・・

“s　 M

Japan 　work 　on 　Sundays 　and 　they　don
’

t　work 　on 　Mondays ．

こ こ で 最 初 の 質 問 を も う
一 度 くり返 し ます 。

Do　barbers　in　Japan　usually 　work 　on 　Sundays ？

　こ の 質 問に対す る答 を 次 の a
，
b

，
　c の 3 っ の 中か ら選 ん で くだ さい ・

　 a 。 No
，
　they 　don ’t．
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　 　 b． They 　 work 　 on 　 Mondays ．

　　 c ．　Yes
，
　they　do．

　　日 本の 床 屋 さ ん は 普通 日 曜 日 に 仕事を して 月曜 日に 休 む と言 っ て い ま し

　 た 。 で す か ら正 しい 答 は c で す 。 解答 欄の c を丸 で 囲む こ と に な ります 。 で

　は もう一 度 今の 問題 を通 して 聞い て くだ さい 。　（こ こ で 英語の 部分 だ け くり

返 す）

4．　 テ ス トの 実施

　 テ ス トは集団 で 実施 して も， 個人 で 実施 して もよ い 。 テ ス トは 全て テ ー プ に

録 音 され て い る の で ， テ ス ト開始 前 の注 意 ・説 明は 不用 ， 所要時間 35 分 ， 但

し ， 始め る前 に テ ープ ・レ コ
ー ダ ーの 音量 ・音質 の 点検 をす る 。点検法 は 同 じ

くテ ー
プ の 最初 に録音 されて い る 。 実施中の 監 督 に つ い て も特 に 要す る注意 は

な い 。 明瞭か つ 十分な 音 量で 終始聞 こ え るよ う配 慮 し， 不 正 が な き よ う気 を っ

ける 。

5．　 テ ス トの 採 点 ・結果 の 処理

　 採点 は減点 法 に よ り行 な う。 Type 　A
，
　Type 　B は 正答 の 数か ら誤答 の 数 を

引 き 2 倍する 。
Type 　C は正 答 の 数か ら誤答の 数の 2 分 の 1 を引 き， そ の 値を

2 倍す る。 そ の 後 ， 3 つ の 下位 テ ス トの 得点 を 合計 して ， テ ス トの 得 点 とす る 。

満点 は 120点 で ，
マ イ ナ ス 点 もあ りうる。以 上 の 採点 法を式 で示 す と次 の よ う

に な る 。

　 Type 　A
，
　 Type 　 B の 採点方法

　 　　　 　　　 　　　 subtest 　 score ・＝＝（R − W ）× 2

　 Type 　 C の 採 点 方法

　　　　　　　　　　・・b… 七 sc ・re − （
　　 WR− −
　　 2 ）・ 2

　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　 R ： 正 答 の 数 　 W ： 誤 答の 数

　特 に ， 単純 に 正 答数 の 合計 を得点 と しな い よ う注意す る 。 減点法に よ らな い

と ， 解 答 の 選 択肢 が少 い た め ， 信 頼度 が 小 さ くな っ て しま うか らで あ る 。

　な お ， 採点 は 各 大学 で 行な っ て もよ い が ， 実費 を払 うこ と に よ り ， 当本部が

コ ン ピ ユ ー タ ーで 採点 ・処理 をす る こ と もで き る 。 規定の OMR 　 y 一 トで 実

施 し， 答案 を本部に 郵 送 され る と， 大 学全 体 の 高 点順 リ ス トと， ク ラ ス 内高点
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順 リス ト， 及び ， 両 者の ヒ ス トグ ラ ム を作成 し， 返 送 す る予定 。但 し， 常時 こ

の よ うな 処理 は 不可能で ， 実施す る と した ら， 年 1
，
2 回決 ま っ た期間に全 国

一 斉 に実施 し， 本部が一 括採点 ， 処理 す る こ とに な ろ う。

6．　 テ ス トの 標準化 と現 段階に おけ るテ ス ト利用上 の 注 意

　テ ス トの 得点 を正 し く評 定 す るた め の 規準を そ の テ ス トが対象 とす る集団 の

中で 設定 して い くこ とを標準化 （standardization ）とい い ， こ の よ うな規準に

よ っ て 作成 され た テ ス トを標準 テ ス ト （standardized 　test）とい う。 従 っ て ，

そ の 規準 とな る集 団の 設 定 は テ ス トの 作成に あ た っ て 極 めて 大切 な 問題 とな

る。我 々 の 場合， 大学生 の 英語 の 聞 き取 り力を測定 す る 標準 テ ス トを作 る こ と

が 目的 で あ れ ば， 日本の 全 大学生が対象 にな り， こ の 母集団を正 し く代表す る

よ うな 標本 を抽 出しな けれ ば， 大学生 の た め の 標準 テ ス トと は い え な い 。 そ の

意 味 に お い て ， 今回 の テ ス ト， 及び ， そ の 結果に もとつ い て 設 定 した諸統計 的

規準 は ， あ くまで も協 力 して くれ た 大学の 被 験 者を規準集団 （mrm 　grOUP）

と し ， こ の 集団に つ い て 標準化 した の で あ っ て ， 大学生 の た めの 標準 テ ス トと

は ， 現 毅 階で は い え な い 。
こ の テ ス 1・を こ れ か ら使用 され る方 は ，

こ こ に掲 げ

られ て い る統計的規 準 ・ 尺 度 は上 記集団 内の もの で ある こ とを銘記 し， 上記集

団 を い わ ば準拠集団 （reference 　 group ） と見 な して ， テ ス トを実施す る個人

又は集団 の 結果 を解釈 して い た だき た い 。換言すれ ば ， 実施 して 得 られた 結果

を こ こ に あ るデ ー タ と比 較 し評 定 す る と い うこ とで あ っ て ， 得 られ た 得点が ，

例 え ば ， 平均以 上で あ るか ら 日本 の 大学生の 平均 よ り 上 位で あ る， と い っ て

はな らな い 。 あ くまで も準拠集団の 平均 よ り も良 い と い う こ とで あ る。 そ の 意

味か ら， 今 回協力 し て くれ た 大学 に っ い て は ， 現 段階 で も利 用価値が高 ま るよ

う， 被験者 の 専攻 ・学年 ・人 数 まで ， 支障の な い 限 り詳 し く公 表す る こ とに し

た 。
こ の よ うな学生の 集団 に較べ て ， 自分 の 大学 の 学生は ど の 程度の 力を もっ

て い る の かを 比較評定 して い た だ くこ とに な る 。

　 今後 の 我 々 の 課題 は ， 標本抽 出法を十分研究 し ， 多数の 大学の 協 力 を得 て ，

真 の 標準 テ ス トと い え る よ うな ， 日本の 大学生 の た め の 尺 度 を作 成す る こ とで

あ る 。

7．　 テ ス トの 結 果

7 − 1　各種平均点

各種平均点 を表 に ま とめ た 。　全被験者 1479 名 の 平 均 は 32．08 で 標準偏差
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　　大学名

国公 立大学
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表 1　 平 均点一覧

大　学 学年 ：英語 ・英文 文 　科　系 理 　科 　系 合 　　計

国公立

1 年

2年

3年

53．57　（19）

92．56 （9）

72．60 （10）

26．60 （154）

44．48 （126）

64．48 （21）

38．08 （450） 35．94 （628）

47．48 （134）

68．00 （27＞

小計 67．81 （38） 36．73 （301） 38，08 （450） 38．99 （789）

私 　立

1 年

2 年

10．42 （192）

23．85 （242）

31．76　（77）

36，46 （76）

35．79 （103） 21．86 （372）

26．86 （318）
一

　　小 計 17．91 （434） 34．10 （153） 35．79 （103） 24．17　（690）

合 　　計 21．93 （472） 35．84 （454） 37．65 （553） 32．08（1，
479）

（　）内被験者数

は 28．96 で あ っ た 。 （ ）内は 各 セ ル に 含 まれ る被 験 者 の 数で あ る 。

　国公 立 大学の 英語 ・英文， 及び ， 文科系の 3 年の と こ ろ は ， 数が少 なす ぎ る

た め ， 英語 ・英文 と文科系を一 つ に ま とめ るべ き と考 え た が ， 比 較の 対象 と し

て 役 立 つ と判断 し， あえ て 別 記 した 。 空 欄は被験者が得 られ な か っ た と こ ろで

ある 。 合計 の欄に つ い て だ け説明を加え る と， 右上 か ら， 国公立 1 年 ・2 年 ・3

年の 各 平 均 ， 次 が 国公 立 全体 の 平均で あ る 。 そ の 下が 私立 1 年 ・2 年の 平 均 と ，

250 N ＝1479

文＝32．08

Mdn ；28．OO

F 　　200 SD ≡28．96
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い

性

して ，
一 番下が全 体の 平均 で あ る 。 最 下列の 合計 に つ

こ の 表 に 含ま れ な い 平 均点 も算 出 して み た。 そ の 内 ，

39・82 （N − 747）， 女 24．17 （N − 732）で あ っ た 。

そ

34

両者 を加 え た平 均 。

て は説 明不要 と思 う 。
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　各級間 に お ける 度数 は全 て 右寄 せ に して ある 。 即 ち・ 例 え ば， 71 点 か ら 80

点 の 者 は 80 の と こ ろに 表 わ されて い る 。
※ 及び○一 つ は 3 人 を表わすが 3 で

割 っ て 余 っ た数 は 除かれ て い る 。 それ故 国公 立大 の 111 点か ら120点 ま で の 実

際 の 度 数は 7 で あ るの に グ ラ フで は※ 二 つ で 表わ さ れ て い る 。

8．　 テ ス ト結果の 解釈 と評定

　協 力い ただ い た 各大学に は ， （1）大学内 に お け る高点 順 リ ス トとそ の ヒ ス ト

グ ラ ム （2）各 ク ラ ス 内高 点順 リス トとそ の ヒ ス トグ ラ ム の 2 種 の 結 果 を返 送

した 。
そ の 資料に よ り， 各被 験 者個人 は （1）下位 テ ス 1・別の 正 答数 ・誤 答数 ・

得点 ， 及び ， 合計得 点， （2）ク ラ ス 内， 大学 内 ， 及び 全被 験者内 の 順位 及び ，

こ の 報 告を見 る こ と に よ り， （3）全 体 に お け るパ ーセ ン タ イ ル 1頂位 ・ 各種標準

得点 ， 各種評定等知 る こ とが で き る 。 こ れ か ら利 用 され る方は こ の 報告 を参照

して ， 比較評定 して い た だ くこ と に な る 。

8− 1　パ ー セ ン タ イ ル 順位 と正 規化得点

　まず ， 白分の 得点を表 よ り見 つ け， 自分 の 全 体 に お ける パ ー セ ン タ イ ル 順位

を読み とる 。
こ の 値 は実測値 に よ る 。 先 に も述 べ たよ うに ， 得 点 は正 規 に 分布

して い る とは い え な い の で ， こ の ま ま SD に よ り各評定 区分 を 決 め る と， 下

位 の 評 定 が異 常 に 多 くな るた め ， 及 び ， 表 3 を使 っ て 簡 単 に 各種標準得点や 評

定が得 られ るよ うに す るた め
，

そ の 隣 の 欄 に 正規 化 した Z 得点 ， 及 び ，
丁 得

点 （日本 で は 偏差 値 と い わ れ る ）を併記 した 。 表 2 に よ り 2 又 は 丁 得点を読

み 取 っ て ， 表 3 の 中よ りそ の 値 の と こ ろを 横に 見 て い けば ， 各 種 の 評定 がす ぐ

に 見 つ け られ る 。 例 え ば ， 得 点が 65 点 の 者は表 に よ り 84％ タ イ ル で ある こ

とが わ か る 。 正 規化 z 得点 は 1．0 で あ るか ら， 表 3 の 1．0 の と こ ろ を横 に 読

み 取 る と ， 偏差 IQ は 115
，

パ ー セ ン タ イ ル は 84 （偶然 正 規分布 の 値 と実 測

値 とが一 致 して い る）で あ り，
ス タ ナ イ ン 尺 度で は 7

，
5 段階評定 で は 4 と い

うこ とに な る 。 な お ， ス タ ナイ ン と は standard 　nine 　scale の 略で ，
9 毀階

で あ る た め ，
コ ン ピ ユ ー タ

ー
の パ ン チ カ ー ドに 1 行 1 穴 で 処理 で き る の で 便 利

で あ る 。

　得 点 の 正 規 性 を調 べ るた め ， 及 び ， 正 規化 得点変換尺 を作 る ため ， 次 の よ う

な グ ラ フ を作 っ た 。正 規 分 布 して い るな らば ， 点 は直線 に な る 。読 み 方 は 矢 印

で 示 して あ る よ うに ， 例 え ば ， 粗点 50 点 は下 の 得 点 50 の と こ ろか ら上 に 見

て ， 直 線 に 当 っ た と こ ろの 左 右 を見 れ ば ， 正 規化 z 得 点 は 0．5
，
T 得点 は 55
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表 2 標 準 得 点 変 換 表

obt ．　 seore 　 ％ ile ¢
＊ T ＊

115〜

112 〜 114

110 〜 111
107 〜 109

104 〜 106

101〜 103
99 〜 10 

96 〜　98
93 〜　95
91 〜　92
88 〜 　90
85〜 　87

82〜　84
80 〜 　81

77 〜　79
74〜　76
71 〜　73

69 〜　70
66 〜　68

63 〜 　65

60 〜　62

58 〜　59

55 〜 　57

52 〜　54

49 〜　51

47 〜 48

44 〜 　46

000998877654321097642186420000999999999999988888877777耀

⊥

−

｛

⊥

987654321098765432109876543222222222211111111110000000987654321098765432109876543777777777766666666665555555

ob 七．　 score 　　　％　　ile　　　　2 ” T ＊

41 〜　43

39 〜 　40

36 〜 　38

33 〜　35

30 〜 　32
28 〜 　29

25 〜　27

22 〜 　24
19 〜　21

17 〜　18

14 〜　 16

11 〜　13

　 8 〜　10

　 6 〜 　 　7

　 3 〜　 5
　 0 〜　 2
＿3 〜　− 1
＿5 〜　＿4
＿8 〜　＿6

＿11〜　＿9
− 13 〜 42
− 16 〜 − 14
− 19 〜 − 17
−22 〜 −20
＿24 〜 ＿23
＿27 〜 − 25

　 　 〜 ＿28

7417317285151851975432100006665554433322111。2

ユ

。0

。12

’34

あ

お

’7
β

’9

ρ

ユ

2

β

4

ゐ

溶

57

β

’9

ρ

ユ

2
β

4

000

』

』

』

嶋

身

』

尋

』
v

』

444444444422

逸

22

525150494847464544434241403938373635343332313029282726

Z ＊
， T ＊ は正 規化 された標準得点

％ ile は実測 値 に お け る パ ーセ ン タ イ ル

と知 る こ とが で き る 。 そ の 上 の 点 は実測 値 で ， 実測値 の 分布 に お い て は Z 得

点 は 0．65 で あ っ た こ とが わ か る 。 こ の よ うに 読み取 っ て ， 表 3 に よ り各評定

を下 して もよ い 。

　な お ・ 図 の 中の
一 次式 z・一・O．0365X − 1．3399 は 直 線の 方程 弍 で ， 粗 点 X か

ら Z 得点 へ の 換算式 で ある 。 そ の 下の 公式 は 2 得点 か ら 丁 得点 へ の 換算式

で あ る 。

8− 2　相対 評価 と絶対評価

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assooiation 　of 　College 　English 　Teaohers 　（JACET ｝

37

表 3 各種標準得点 と人数の割合

正 T 偏 ノ ぐ 〃　　　、 ス 五 正 7 偏 パ そ ス 五

規 得
．量
瓦 1

’
れ タ

ドノし
干又 規 得 差 1 れ タ 段

化 占’　」句、 1 セ 以 ナ 階 化 占’　幽L、 1 セ 以 ナ 階　・
さ Q

　　　一
ン

r
卜 イ さ Q ン

ー
ド イ 評

1
糺 タ の ン

，　「　h
寛こ れ タ の ン

，一
疋

た イ 人 値 た イ 入 値
2 ル の 2 ル の

得 噸 割 得 順 割
点 i位一合

「

点 位 合

一3，020 551　 0 0．050100 50
一 2．921

E
　　　O 0．151 54

．− 2．822 58
ヨ
　　　0 0．25210358

2．723 0 0，353 62
一2．624 61 0 10 ．45410666 6
一2．5「 25 1 （．7％） 0．555 69 （17％）
一2・4i

量

　　26

　　27
64 11 　　 1

（4％ ）

0．60
．756571097376一2・3i

τil！
282930 67

70

122   ．80

．91

．0

585960112

115

798284

7
　　　4
（24％）

一 1．931 3 1。161 86 （12％）
一4 ．832 73 4 11 ．262118 88
一 1．733 4 ［1．363 90
一 L634 76 5 2 i1 ・46412192
一 1．535 7 （7％） 11 ．565 93 8
一 1．436 79 8 1．666124 95 （7％ ）
一一．・1．337 10 1．767 96
一 1．238 8212 2L868127 96
一 1．139 14 3 （24％〉 L969 97
一 1．0 填o 8516 （12％） 2，070130 98
一

〇．941 18 2．171 98 9 5
一〇．842 8821 2．272133 99 （4％）（7％）
一

〇．7 壜3 24 2．373 99
一〇．644 9127 4 2．474136 99
一〇．545 31 （17％） 2．575 99
一〇．446 9434 2，67613999
一〇．347 38 2．777 100
一〇．248 9742 2．878142100
一

〇．149 46 5 32 。979 100

0．05010050 （20％）（38％） 3．080145100
　一
平 均 05010050 強 5 3

標 準偏 差 110 1529 弱 2弱 1

（　）内 の ％ は そ の 得点 を得 る 人 の 割合 ．

表 2 と順序が逆 に な っ て い る こ と に 注意 ．
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2．4

2． 

1．6

1．2
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40
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O
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イ

噛
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0
　
　

　　
0

　
　
　
　一
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唱

罠
コ
邸

日
臼

o
目

一1．2

一1．6
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　 　 屋
．
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34
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一30 − 20− 10　0　　　10　　20　　30　　40　　50　　6〔〕　　70　　80　　90　　100　110　120

obtained 　 score

図 3　 正 規化得点変換図

　評 価 と は 日標 追求一 評価 一 調 整 とい う単位 で の ， 目標追求活動 に お け る部 分

活 動 で あ っ て ， 追求活 動 の 実績 と 口標の 関係 を チ エ
ッ ク し ， 調 整活 動 の た め に ，

フ ィ
ー ド ・バ ッ ク情報 を提 供 す る もの で あ る 。評 定 はそ の よ うな 1サイ ク ル の 中

で 考 え る の で はな く， 評定 とは 対 象 に つ い て の 客観的 判断で あ り， そ こ に お い

て は公 正 さが 必 要 と され ， 評定結果 そ の もの が重 要な 目的 に な っ て い る 。

　標準 テ ス トの 結 果の 解 釈 の た め の 尺 度 は全 て 規 準集 団 （norm 　 grouP ）内 に

お け る相 対的位 置を求 め るこ と に よ っ て ， あ る評 定 を下 す の で あ る 。 表 2 ・表

3 に 載せ た諸尺 度 も， す べ て 今 回 受験 した被験者集団 内 に お け る相対的位 置を

得 る こ とが 目的で あ っ た。

　一 方 ， 我 々 英語 教育 関 係 者 は ， 日本 に お ける大学生 の 英語 の 聴解 力に 関す る

実態 を 知 り， 標準化 して ， 学生 の 相 対 的 位置を 知 るだ けで は ， 教育者 と して ，
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表 4　20 点間隔 に おけ る通過 率 と評定

Type 　A

選

択

肢

2

Type 　 B

選

択

肢

2

12345678901234567890　

　

　

　

　

　

　

　

　

11111111112

12345678901234567890　

　

　

　

　

　

　

　

　

11111111112

120〜101100〜81

80098

 

00608000200600

80078000908000900900　

11

　

　

111

　

1
　

111

　

11

　

11

02600306606000000602 

9900809909

 

00700909

1
　

　

　

11

　

1
　

　

　

1
　

111

　

11

　

1

4662370810005813148188877706887099988999　

　

　

　

　

　

1
　

　

　

　

　

　

1

4855461661804054969297699897797790698687　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
1

80〜61
　 70

　 75

　 67

　 54
　 46

　 71

　 88

　 45

　 62

　 60

　 64

　 96

　 84

　 95

　 78

　 79

　 65
　 78

　 90

　 70

9480197956406696994485599786686689586577

60〜41
　 63

　 61

　 66

　 42

　 32

　 64

　 89

　35
　 42

　 46

　 49

　89
　 80

　 94

　74
　73
　 50

　60
　 81

　54

5013698465295184614785488675585569585665

40〜21

　　56
　 42

　　58

　 47

　 28

　　60

　　76

　　34
　　37

　 46

　 40

　　71

　　62

　　79

　　57
　　62

　 45

　　51
　6’7
　 46

4839345375030738303363367564375557574655

39

ユ卵　

00743735097685402617

　

53432462333545454453

2

4575716732716809520753255453363435463544

単位 ％

　0〜＿19

　　　34

　　　20

　　　44
　　　32
　　　14
　　　41

　　　56

　　　23

　　　24

　　　38

　　　41

　　　33

　　　41

　　　33

　　　43

　　　48

　　　34

　　　41

　　　44

　　　31

8415699232140176399643234242253335854224
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Type 　C

選

択

肢
3

12345678901234567890　

　

　

　

　

　

　

　

11111111112

120〜 101100 〜81　　80〜61　　60〜41 　　40〜21

8205000600000000002289070009000000000099　

　

1
　

111

　

1111111111

0289544840555879432088857999889878999997968647120430463336354783688877876799988482802453268406759079356358774554557777638841098590896680819213524765244234565543

20〜 1　　0〜− 19

20　 　　 14

　27　　　 21

　37　　　 31

　19　　　 11

　 32　　 　 31

　 72　 　 　 60

　60　　　 49

　 42　 　　 36

　 22　　　 16

　29　　　 2ユ

　 30　　　 32

　 22　　　 20

　 28　　　 17

　 37　　 　 32

　 38　　　 29

　 45 　　　 41

　 36　 　　 19

　 36　 　　 26

　 38　　　 27
　 26　　　 26

人 数

60問
巾に お

け る 70

％以上

の 問数

評定

25　　　　　89　　　　139　　　　249

（2％ ）　　（6％）　（9％）　　　（17％ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 21　 　 　 　 55　　　 3860

Excellen七

一

Good

378 　　　　421　　　　161

（26％）　　（29％ ）　　（11％ ）

　 　 他 一20 点以 下 17 人

　 8　　 　 1　　　 0

一

Fair

一

Poor

又被教育者 と して も， 不十分 と考え る 。 あ る教育 目標 を設定 し， そ れ へ の 到達

度 を何 ん らか の 形 で 知 り， そ の 評 定 結果を 評 価 の た め に ， 換言すれ ば ， フ ィ
ー

ドバ
ッ ク機能 の た め に ， 客観的 デ ー タ を求め た い と考 え る の が常で あ る 。筆者

は そ こ で 次 の よ うな 簡単 な 分析 を 試 み ， 到 達 度 を評定 す る た め の尺 度 を設定 し

て み た 。

　被験者す べ て を得 点 に よ っ て ，
12  点満点 か ら下に 20 点間 隔 で 区 分 し ・ そ

の 区分 内に お け る通 過 率を求 め た 。 そ の 結果 が 表 4 で あ る 。

　 と こ ろ で ， 項 目の 作成基準 は こ の 報告 の 前 半 ， 及び ，
JACET 「紀 要」 第 4

号に あ る とお り， 全 て 常識で 容易に 判 断で き る内容で ある 。英語 と して も在 日

ア メ リカ ン ・ハ イ ス ク ール の 学生が 自然 に 受け入 れ ， 簡単 に 正 解 を選 ん だ項 目

ばか りで あ る か ら， 満点の 者 こ そ 十分 に 聞 き取 る 力が あ る 者 と い うこ とに な
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る。 しか し， 多少 の 誤 りは不注 意 か らもあ りうる し ， 多少 の 誤 り程度 の 力で あ

れ ば ， 実際の 言語活動 は 冗長度が ある もの で ， 聞き返 すな りす れ ば ， 相 手 の 言

うこ とを理 解で きると考え られ る 。 そ こ で ， 操作的に 70％ 以 上 の 通過率 で あ

れ ば合格 と した 。 す る と ， 101 点か ら 120 点 ま で の 間 の 者は ， 60 問全 て に お

い て そ の 値を 越え て い る こ とが わ か っ た 。
こ の レ

ーミル の 学生で あれ ば ， こ の テ

ス トの 内容程 度の 英語 は殆 ん ど理 解 で き る し， 飛躍 しす ぎる推論 に な ろ うが ，

実際 の 英語に よ る生活 に お びて 何ん とか や っ て い ける レ ベ ル に 達 して い る と考

え て もよ い の で は な い か 。 そ う考え て ， こ の 範囲を合格 と した い
。 勿論 こ れ

は今後の 研 究 に よ らね ばな らぬ こ とで は あ る 。

一 応 ，
こ の レ ベ ル を大 学 に お け

る英語 教育の 到 達 目標 と設 定 す る こ と を提 案す る 。

　逆 に ， 下位 の 方 を検討 して み よ う。 こ の テ ス トで 20 点以下の 者 は ，
7  ％ 以

上 に 達 して い る項 目は一 つ しか な く，
マ イ ナ ス 点 を取 っ た 者 に つ い て は全 くな

い 。 又 ，
33 ペ ー ジ の 得点分布 を 見 る と ，

マ イ ナ ス 得点 を取 っ た 者が相 当数 い

る こ とが わ か る 。 こ れ らの 学生た り と も意 図的 に マ イ ナ ス 点を取 ろ うと した と

は考 え られ な い の で ，
こ れ は1禺然 に こ の よ うな結果 にな っ た測定 の 誤差 と考え

れ ば ， プ ラ ス 方 向に も こ の 部分と同数の 誤差が 働 らい て い る と考 え られ る の

で ， マ イ ナ ス 点 を取 っ た 者 178 名， 及 び ， 同数の 3  点台 まで の 者は 全 く理 解

で きな か っ た者 と考 え て よ い 。
こ の 理由， 及び ， 操作的 70％ 基準 か らみ て ，

20 点以 下 は
‘ ‘

殆 ん ど理 解 で きな い
”

範囲 と定 め る 。

　中間の 評定 に つ い て は ， 60 間中越 え て い る項 目が約 70％ 程 度 以 上 で あ る

とこ ろ は 61 点以上 で あるか ら，
61 点か ら 1  0 点ま で （100 点 は そ の 上 の 合

格 の 範囲に 入 れ て もよ い ） を
“

相 当理 解で きる
”

範囲 とす る 。 残 っ た 21 点 か

ら 60 点まで は 8 か ら 21 くら い で あ る。
“

多少理 解で き る
”

範囲と した らよ

い 。

　以 上 ， 整理 す る と ， 表 4 の 下 に 記 して あ る範 囲 の 限界 点を修正 して ， 100 点

以上を
‘‘Excellen七”

又 は
‘‘

合格
”

，
60〜99 点ま で は

“ Good”

又 は
‘ ‘

相 当理 解

で き る
”

，
2  〜59 点 まで は

“ Fair”

又 は
“

多少 理 解 で き る
”

，
19 点以 下 は

“ Poor ”

又 は
“

殆ん ど理 解 で きな い
”

と評定 の尺 度を決 めた らよ い 。 こ の評 定

区分 に 従 っ て 今同 の 被験者を 評定 す る と ，
1479 名中，

2％ 弱 が
“ Excellent ”

で ，

“ Good ”

は 15％ ，

“ Fair ” 43％ ，

“ Poor ”

は 40 ％ の 比 率 に な る。 こ の 尺

度 を表に す る と表 5 に な る 。

　こ れ で ・ 8− 1 に よ り相対 的位 置を知 り，
8 − 2 に よ っ て 絶対 的尺 度 で 自己 の

到達 レ ベ ル を 知 る こ とが で き る よ うに な っ た 。
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表 5 絶 対　尺 度

PaSS

120 〜 100

　 　 　 　 　 Non −Pass

Good 　　　　　 Fair

99〜61

Poor

60〜21 20〜

8− 3　解釈 に あ た っ て の 注意

　（こ の テ ス トが 現 段階で は 真 の 意味の 標準 テ ス トと して の 機能 は も っ て い な

い こ とは前述 した の で ， こ こ で は省略す る 。 ）　よ く教師は ， 又 ， 学生 も， 得 ら

れ た得 点 が真 に学生 の 力 を 測定 して い るの か ， 又 ， 他 の 専攻 学生や 他 の 大学 の

結果 と較 べ て ， ど ち らが で き るか 知 りた が る もの で あるが ， 前者 に つ い て は テ

ス トの 分 析 の と こ ろで 述 べ る こ と に して ， 後 者に つ い て は ， こ こ で 特 に述 べ て

お く必 要 が あ る と考 え る 。

　 こ の テ ス トは 120点か らマ イ ナ ス 数 10 点 まで ， 広 い 範囲に 得 点 は分布 し，

標準偏差 も 28．96 と大変 大き い 。従 っ て ， 簡 単 に 2 っ の 集団 の 平 均 点 を比 較 し

て ，
一 方 が他 方よ る高 い か らよ り優 れて い る と考 え な い で ほ しい 。集団 に含 ま

れ る被験 者 の 数 に よ っ て 異 な るが ，
3  人 くらい の グ 7tZ・・一プ で は， 平 均点 に お

い て 10 点 くらい 差 が あ っ て も， 有意な 差 が ある と は い え な い 。普通 ， 平均 の

差 の 有意性 の 検定 で は 七検 定 や F 検 定 を使 用 して 調 べ る 。 しか し ， そ の 場合

母集団 の 分布が 正 規 で な い と ， そ の ま ま で は適 用 で きな い 。 比較す る必 要 が あ

る場合 は ， 表 2 に よ り粗点 を 丁 得 点な ど の 標準得点に 変換 し， そ の 後平均 と

SD を算 出 して 検 定 す べ きで ある r）そ の 他 ， 分布の 型 に かかわ らず 検定 が で き

る ， ノ ン パ ラ メ トリ ッ ク法の U 検定 に よ っ て 比較 して もよ い 。

9．　 テ ス トの 分析

9− 1　妥 　当　性

　内容的妥 当性 ： 内容的妥 当性 はテ ス トの 内容が ， 測 りた い と 考 え る場面 や

素 材 の 全 体 か ら抽出 され た標本 と み な す こ とが で き る か ど うか で 決ま る 。
こ の

テ ス 5 も
一

つ の 学力 テ ス トで あ る か ら， 学習すべ き内 容を か た よ りな く適 切 に

網羅 して い な けれ ば ， 内容的 妥当性が ある と はい え な い 。 し か し ， 英語 の 聴解

力の テ ス トで は ， 他 の 教科 （特 に 高 校 以下 の 教科 ）の よ うに 教材の 体系が あ る

わ けで もな く ， 抽出す る 母集団 と して の 教 材 が な か っ た の で ，数 回 にわ た る討

議 の 後 ，
JACET 　 r紀要」 第 4 号 P．22 に あ る よ うな 項 目作 成に あ た っ て の 基
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本方針を決 め た 。 そ の 後 ， 文の 表現 形 式 に つ い て は ，
aMrma 七ive 七rue

，
　aMr ．

ma 七ive　false， 11egative 　true
，
　negative 　falseの そ れぞ れ の 数 を同数 に す る な

ど ， 妥当性を 高め る よ う考慮 した 。

　何故 に Type 　A （True　or 　false），
　 Type　B の （Same　or　different），

　 Type
C （Sho就 passage ）の 三 つ の 形 式に した か の 理 由 に つ い て は ，

こ の 報告 の 前 半

に述 べ て あ る 。 こ こ で は 結果 よ り数量 的に 妥当で あ るか を検討す る 。

　まず ， 各下 位 テ ス ト問の 相関に つ い て は ， 正 答 数 ， 誤答 数 ， 及 び ， 減点法に

よ る得点 の 各四 つ ず つ
， 計 12 の 間の 相 関行列を算 出 した 。

表 6　 下位 テ ス ト間相 関行列

嘩 No．　 G ｛ Correct　 Ans． No ．　of 　Wr   ng 　Ans， Score
F　」　　　　　　　　　　　　　　
ー

廡 AType　BType　CTotal 丁贈 AType　BT ￥peCTGtaIType 　AType　BType　CTotal

C
・

A

Type　AType

　BType

　CTota

［

3．620

。640

．86o

．6屡

o．860 ．89 　
Al

　　　Type　A

WTyp
， B 、

− Gユ6
’

IT

，、， cl

　　　T  もai

一
〇．簍0

−G．2戞　　　1
−G．31

一
〇」6

　
−0，53
− o．251
− OI37

一
〇，30

− 0，30
− 0．60
− O．50

一
〇33

− 037
− O．弓3
− 0．46

o．510

，560

，81O

，580

．82O ．88

S

Type　AType

　BType

　CTotal

0．88D

．460

、57、

0、75

G．490

．290

．961

・83［

G．580

．55G

．960

β3

G．750

．72D

．825

．91

一
〇，79

− D37
− O．謦2
− 0．62

一
〇．37

　 G．85
− 0．43
− 0．66

一

一一
 ．46

− o，壌7
−・0、80
− o．68

一
〇、63

− 0，66
− o．68
− 0，78

0．500

．603

、830

．580

．830 ．86

　表 6 の うち， 左 上 段の 枠 内に 入 る四 つ の 相関係数は ， 減 点 しな い 場合の 各

下位テ ス ト聞の 相 関で ， ， そ の 内 3 行 口の 三 つ の 値 は減点 しな い 場合の 合 計得

点 との 相関 で あ る 。 こ れ は 合 計得点 へ の 寄与率 と考え て もよ い e 右 下段 の 値 は

こ の テ ス トの 採点法 で 減 点 し た 場合の 三 つ の 下 位 テ ス ト間 の 相 関 で あ る 。

  ．50
，

  ．60
，
0．58 と い ずれ も高 い 相 関 と は い え ず ， こ の こ とは 三 つ の 下位 テ ス

トが ， そ れ ぞ れ 同程度 の 相 関を 保 ち つ つ
， 異 っ た 角 度 よ り， 聞 き 取 りの カを測

定 して い る こ とを意 味 し ， 問題 と して 好 ま しい こ とを実 証す る 。

　こ の 三 つ の 変 数 に よ る 共通 因子 分散 を 図示す る と図 4 の よ うに 表 わせ る 。

　Type　A と Type　B に お い て は ， 25％ は二 つ と も同 じ側面 を測定 し，
75％
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rAB2 ＝ O．25

rAc2 ＝ 0．36

rBC2二・0．34

　 V （AnB ∩C），
　 or 　Vco，　represents

whatever 　the　three　variables 　 or 　measu 「es

share 　ln　 common ，

図 4 　共 通 因 子 分 散

は 異 っ た もの を ， 夫 々 測 っ て い る 。同様に Type 　A と Type 　C で は共通 因子

は 36％ で ， 他 は夫 々 異 っ た もの を測定 して い る と解釈す る 。 薫 して 三 つ の 円

に 含 ま れ る部分 V は三 つ の 変 数 の 共 通 囚子 分散 とい い ， 三 つ の 下位 テ ス トが

共通 に 測定 して い る領域で あ る こ とを意 味す る 。

　表 6 に つ い て は更 に い ろい ろな こ とが い え る が ， 紙面 の 関係 で 割 愛 す る a

　項 目分 析 ： 各ひ と つ ひ と つ の 項 目の 妥 当性 に つ い て は ， 上 下 27％ に よ る

GP 分 析の 結果 と ， 全被験者 に おけ る通 遍率 を表 7 に ま とめ た 。

　通 過 率 に つ い て は 前述 した よ うに 現在 の 大学生 の 実態 に 合せ て 易 し くす る よ

うに は配 慮せ ず ， 弁別 力の 方 を 重視 し た。　z2 検 定 の 結果 は い ずれ も，
1％ レ

ベ ル の 値 を 大 き く上 回 っ て い る 。 但 し ， x2 の 大きい こ とは 必ず しも弁 別 力の

大 き い こ と を示 さ ず ，
N が 大 き い と ， 値 は 非常 に 大 き くな る の で ， φ 係数

（phi　eoeMcient ）も算 出し た 。 こ の 値 は大 きけれ ば 大 きい ほ ど項 目の 弁 別 力の

強 い こ とを示 す 。
い ずれ も 1％ で 有 意 な 値 で あ っ た 。結論 と して ， い ず れ の 項

目 も， 通 過 率 の 点 で 覲 か しす ぎ る もの もあ るが ， 弁別力は十分あ り， 妥 当 な 問

題 で あ る と い え る 。

　併 存 的妥当性 ： 併存的妥当性 は 別 の 方法で 得 られ た 測定 や 判定 の 結果 とテ

ス トの 結果 が ど の 程度 よ く
一 致す るか に よ っ て 決定 され る 。 現 在 まで 三 つ の 妥

当性係数を 求 め て み た 。第 1 回 は第 3 次 予備 調査 段階で テ ス ト項 目の 妥当性 を

調 べ る た め に ，
1973年夏期特別 プ ロ ジ ェ ク ト （JACET 　r紀要』第 4 号 ・ P・26

参照 ）の 時 に ，
H ．D ．　Harris や L ．A ．　Palmer が 開発 した AComprehensive
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表 7　 通過率 だ φ係数

Type　　　A
−一 一一一

TypeB ；

阪 κ
21 「蚕

　 　 　 INo
． P κ

2

　i φ 1No．1　　　． P

1
」
57．659 ．4O ．270 ユ 67．3152 ，50 ．4461128 ．

2 ：45．3221 ．80 ．521243 ，163 ．4O ．2782142 ．

3
　 157．668 ，00 ，28831i36 ，583 ．81

　 　 　 　 「

0，320354 ．

4 ：
543

．330

．842

．4i95

，810
．2280

．3424567

．070
．420031

　 　 　 　 I

l53．30

・4951

0，433 ！

4525 ．

43．
6157 ，366 ．40 ，285654 ．2153 ．ヱ

　 　 　 　 ヨ

0．4331677 ．

7174 ．8119 ．40 ．382766 ．5108 ，70 ，3651767 ．

8134 ．265 ．60 ．283845 ．9104 ユ 0，357i857 ．

9 婆0．0106 ．40 ，361943 ，2128 ．60 ．397
　　 　　 ［

935 ．

1047 ．145 ．90 ，237 ユG71 ，9112 ．30 ・371 …1043 ．

1145 ．352 ．8i0254
　 　 」

ユ玉 47．98 工．20 ，3玉5 …1149 ．

1269 ，3
　 　 　 　 1

255・5 ［0．5591250 ．47L50 ．296
　　　　 11236

．

1363 ，1159 ．71　　　　L0 ．4421352 ．5 ：189，00 ．48111339 ，

1415161718

｛55．6
　 　

19i66 ．5

20　 48．5

71・41273 ・°iO・578
58．8 …127．010 ．394
　 　 　 　 　 　

61．9 …　 87．8　；0．328
48，4　　72．9　10，299

80．8191
．4110

．5

0．3140
，4840

．367

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

14　　73．7　 21  ．2　 0，51  、　14
　 　 　 　 ［　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

15　　49．41　 5！．8　　0．252
．
　15

16　　74，9 ：　88，9　 0．33  ．　16
　 　 　 　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　

　
17　．48．5　　94．5　0．3401　17
18　　54，6

「
　 58，3　 0．267 …　18

19　　52．9　　151．4　（〉．430i　19
　 　 　 　 　 　 　 　　　　　 　 　

20　　54．2　　49，6iO ，246　　20

　 Type 　C

　　ix2
　　、

136．5

　　1184
．0

54．61204 ．9
　 　 ト
　 　 　 66．6
　 　 …

　φ

0．4080
．4740

．5000
．285

43・51e8 ・4io ・364
　 　

．
　 　　 　 　 　 1

　 　 　 51，9

　 　 　 82．6
　 　 　 181，4

35．8
．
ユ66．2

　 　 1
　 　 　193．9

49．7
… 57，9

53，352

．435
．2

62・0
！

56，6 ： 308，8
　 　 1

208．2192
．5142

．9
ユ23．2279

．5206
．9

・ 254．7196
。5

　 52．1

．0．2520

．3正8
10 ．4710

．4510
．4870
．5050
．4850

．4180

．3880

．5850

．5030

．6正40
．5580
．4900

，252

Engtish 　Language 　Tes七 for　Speakers　of　English　as 　a　Second　La 皿 guage

の 七es 七 ba七tery の うち ，　Listening　Tes七
，　 Form 　L −A （以 下 ，

　 CELT と略

す ）を 同時に 実施 して 一 致 度 を 調べ た 。 そ の 後 の 項 目分析の 結果 ， 有効 と決定

した 174 問 中 70 項 目の 合計点 と CELT の 値 との 妥当性係 数 は 被験者数が

30 と小 さ い に もか か わ らず ，
O．79 あ っ た 。 二 つ 日は 1974 年度 ある大 学 の ヒ

ア リ ン グを 中心 とす る授 業 に お い て 行 なわ れ た 4 回 の 試 験 の 合 計点 （250 点 満

点 ）と こ の テ ス トと の 妥当性係 数 を 求 め て み た 。 値 は 0．604 で あ っ た 。最 後

に ， 同 じ く 1974年夏 COLTD 主催 の 特別 講 習 ITC の 参加者 49 名 に CELT

と同時 に実 施 した 。 こ の 妥 当 性係 数は   ．701 で あ つ た 。 以 上 ， 三 つ の い ずれ の

値 も，
こ の テ ス トが 妥当 で あ る こ とを証 明 して くれ る もの で ある 。
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9 − 2　信　　頼　　性

信頼度係数に つ い て は 四 つ 算 出 して み た 。 表 8 に あ る。

表 8 信 頼 度 係 数

非 減点法　　　　減 点 法

K −R 公式 20

K −R 公式 21

0．8640

．699

0．9830

．963

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 哂

　減点法 を採 用 しな い 場合 と ， 減点 法に よ る場合の ，
二 つ の 採 点法 に つ き， 夫

々 Kuder −Richardson の 第 2  公 式 と第 21 公 式の 2 公 式 を使 い 計算 した 。

両 者 の 公 式 の 差異 は前者が よ く使用 され る もの で 大きい 値が出 るが ， 後者 は項

目の 通 過 率が 同一 と 仮定 し た場合 に 使わ れ る もの で ， 項 目の 通 過率 が 異 な る と

き に こ の 公 式を用 い る と前者よ り小 さい 値が得 られ る 。 普通 ， 信頼 度 係 数 は こ

の 値 よ りは 小 さ くな らな い と考 え る 下限 値 と して 受 け入れ られて い る 。 こ の こ

とを念頭 に 置 き ， 表8 の 結果 を検討す ると減 点 しな い 場合 は 0．864， 最 低   ．699

ま で 落 ち る こ とが考 え られ るの に 対 し， 減点 した 場合 の 係数は ど ち らに お い て

も非常 に高 い 。 こ の 採点法に よ る差 は ， 項 目の 数 と信頼 度 係 数 との 関 係 は

k・− R （1− r）／r （1− R ） で あるか ら， 約 9 倍の テ ス トを実施 した の と 同 じ効果

を もつ こ とに な る 。 非 常 に 高 い 信 頼度係数が 出 て き たが ，
こ れ は得 点の 幅 が

120 点か らマ イ ナ ス 数 10 点 まで と広 く， 標準偏差 も大 きい た め
， 力を長 い 尺

度 で 測 っ て い る こ とに よ る もの で ， 不思 議で は な い 。 以 上 の 結果 よ り， 信頼性

に っ い て も，
非常 に 高 く， 安 定 した テ ス トで あ る とい え る 。

　測 定 の 誤 差 ： 測定の 標準誤 差 は小 さ い 方 の 信頼度係数 0．963 を用 い た場合 ，

Se− 4．36 に な る 。従 っ て ， そ の 人 の 真 の 得 点の 合理 的限界 は Xi ± 2Se
， 即 ち ，

X は 8．7 とな る 。 換言す れ ば ， 得 られ た 得点の ± 8．7 の 範囲に 真 の 値は あ ると

考 え られ る 。

10． 今 後 の 課 題

　2 年半 の 作成期間 を経 て ， こ こ に よ うや く利 用可 能な テ ス トが 完成 した 。 今 ま

で 何同 に もわ た っ て 協 力下 さ っ た多 数の 大学 の 先生 方や ， 貴重 な 資 料を 提供す

る た め受験 して くれ た学生 諸君 ， 更 に ， さ ま ざま な形 で 協 力 し， 声 援下 さ っ た

方 々 に ， 心 か らの 感 謝 の 意 を表 わす と と もに ， 現 段階 ま で こ られ た こ と を 皆で

喜び 合 い た い 。 共 同研 究小委員 会の メ ン バ ーが， 全 く無 償 で 貴重 な 時間 と エ ネ
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ル ギ ーを こ の テ ス トの た め に捧 げえ た の も， 上 記 の 方 々 の 協力 と声援 に よ る も

の で あ っ た 。 こ の テ ス トが ，
こ の よ うに 大学 の 英語教育に 携わ っ て い る者 の 日

頃の 教育 ・研究活動 の 中か ら生まれ て きた こ と は ， 大変意義深 い もの が あ る と

考 え る 。

　新生 児 と もい え る こ の テ ス トは ， 暖か く迎 え入 れ られ る こ とに よ っ て は じめ

て 世 に 出 られ る もの で ある 。 各大学 で 利 用 され る こ とに よ っ て ，
こ の 新生児 は

澄 ん だ瞳で 学生 を見 つ め ， 偽わ る こ とな く正 直 に ， そ の 瞳 に 映 っ た 学生 の 姿を

語 っ て くれ るで あろ う。

一 方 ，
こ の 新生児 た り と も， そ の よ うに 暖か く受 け入

れ られ る と， い つ ま で もそ の 澄ん だ瞳を 保ち ， 育て て くれ る方 々 に よ り一 層信

頼 され る よ う， 自 らそ の 姿を調 整 して い くこ とで あろ う 。 生み の 親 で あ る委員

会 は ， そ の よ うな 成長 を願 っ て や ま な い の で あ る 。

　我 々 に 残 され た 仕 事 は ，本文 中に も述 べ て あ るが ， 表 1 の 各 セ ル を妥当に 代

表 す る よ うな 大学を選 択 して ，
こ の テ ス トを実施 し，

そ の 結果 を もっ て 表 1 の

値を修正 す る こ と で あ る ．J そ して ， 日本の 大学生の た め の 真の 標準 テ ス トと し

て の 諸資料 を ，
こ こ に 提 出 した の と 同様な形 式 で ， 再び 作 り代 え る こ と で ある 。

幸 い
， 今 同 の デ

ー タ 処理 に あた っ て は ， そ の こ とを予期 し， そ の た め に 使え る

よ うに コ ン ビ a 一 タ ー ・プ ロ グ ラ ム を作 っ て ある 。多数の 大学 の 協 力と予算が

許 され れ ば ， 実現す る こ とで あろ う。
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